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1．北海道職業能力開発大学校について

大学校

※応用課程の設置された大学校は全国に10校設置されています。
北海道ブロックは、小樽市銭函に設置されています。

北海道から沖縄まで
全国に広がる能開大ネッ
トワーク



機械系
生産機械技術科
生産機械システム技術科

電子情報系
電子情報技術科
生産電子情報システム技術科

4

1.北海道職業能力開発大学校について

技術の進展、産業構造の変化に対応できる技術者の養成は地域および社会の発展に不可欠で
す。北海道職業能力開発大学校（北海道能開大）は厚生労働省により設置された国立の大学校で、
生産現場を模擬した実践的カリキュラムでものづくり技術者を育成しています。北海道能開大で
は、「機械」、「電気」、「電子情報」、「建築」という４つの分野をカバーする学科を設置し、主に高等
学校卒業者を対象として、高度かつ最先端の設備、機器を整備し密度の高い少人数制を通して、
DX（デジタルトランスフォーメーション）/GX（グリーントランスフォーメーション）時代をリードす
る技術者を育成し、修了生は産業界のあらゆる場所で活躍しています。
また、ものづくり企業で働く皆様を対象とした2日から3日間（12時間～18時間）程度の技能・

技術研修（能力開発セミナー）を実施し、働く皆様のリスキリングや学び直しを積極的に支援して
います。そのほか、工作機械、パソコン、教室など施設設備の貸与や受託・共同研究、指導員の派
遣など様々な企業支援をおこなっています。

北海道職業能力開発大学校全景

電気系
電気エネルギー制御科
生産電気システム技術科

北海道職業能力開発大学校の設置学科 上段：専門課程（２年制）
下段：応用課程（２年制）

日本海（石狩湾）

校舎全景

札幌・小樽からのアクセス
【電車】札幌駅から銭函駅までJRで２５分
【電車】小樽駅から銭函駅までJRで１８分
【車】札樽自動車道銭函ICより３分
【徒歩】銭函駅より１５分

機械系
生産機械技術科
生産機械システム技術科

電子情報系
電子情報技術科
生産電子情報システム技術科

電気系
電気エネルギー制御科
生産電気システム技術科

建築系
建築科
建築施工システム技術科

北海道職業能力開発大学校の設置学科 上段：専門課程（２年制）
下段：応用課程（２年制）
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専門課程（2年制）

応用課程（2年制）

技術革新に対応できる高度な知識と技能・技
術を兼ね備えた実践技術者の育成

新製品の開発、生産工程の構築等に対応
できる生産技術・生産管理部門のリーダーを
担う人材を育成

一般の大学では４年制となっていますが、当大学校は２年（専門課程）+２年（応用課程）の考え方で運営し
ています。高校卒業し入学した学生は、１・２年次は専門課程を受講しものづくりの基礎をしっかり学びま
す。進学し、３・４年次には応用課程でグループワークにより企画・開発～試作～評価といったものづくりの
一連の流れを学びます。応用課程を修了した場合は、大学卒相当として、大半の学生はものづくり企業に
就職しますが、公務員や大学院に進学するケースもあります。また、2年間の専門課程を修了し、短大・高専
相当として就職することもできるなど多様な進路にも対応できます。

北海道能開大の6つの強みです。企業の生産現場で使用されている工作機械などを活用し、少人数
で製造現場で必要となる技術、知識、技術の習得方法をしっかり身に付けることができます。近年
のDX/GXに対応したカリキュラムの見直し、内容の更新をおこなっています。きめ細かい指導で、
基礎から最新の知識・技術を身に付けることができます。

（1）北海道能開大の6つの強み

（2）特色のあるカリキュラム（専門課程・応用課程、2＋2）

応用課程では、グループワークを主体とした課題学習方
式を採用しています。

全体の95％は応用課程に進学し、4年
間で修了します。STEP UP！
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生産ロボットシステムコース、ロボットラボ
様々なタイプのロボットに触れることで、活用技術をしっ
かり学ぶことができます。今後、協働ロボットの導入も予
定しています。

人手不足 生産性向上 コスト削減

課題解決のために注目を集めているロボット技術

製造業の抱える課題

ロボット導入の課題 ロボットコース開設！

能開大の役割

ロボットやIoTなど第４次産業
革命に対応した生産技術者の
育成

・AI、ロボット技術の活用
・生産システムのネットワーク制

御 （IoT）
・生産ロボットシステムの構築
・自動化による生産性向上、生産管

理
・特別教育、リスクアセスメント

ロボット導入
に必要な基礎
情報の不足

ロボット関連
技術者の不足

ロボット導入によ
る生産工程改善な
どのノウハウ不足

※専門課程、応用課程のカリキュラム
は、DX、第4次産業革命に対応した
ものに改訂しています。

※全国の能開大10校に開設

生産年齢人口の減少、人手不足といった製造業が抱える課題解決の一つとしてロボット、IoT、AIの活
用が行われています。製造業のDX化の推進、生産性向上、競争力強化のため、北海道能開大では、令和3
年度から応用課程に「生産ロボットシステムコース」（定員15名）を開設し、ロボットSierの育成を行っ
ています。製造分野におけるロボット活用技術、各種特別教育を道内最大規模のロボットラボを活用し、
模擬製造ラインを構築するなど実践的に学んでいます。

能開大TOPIC

生産ロボットシステムコースについて
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機械系 電気系

㈱牧野技術サービス、石屋製菓、新栄プラント㈱、㈱札幌システムサイエン
ス、㈱三共製作所、ダイキン工業㈱、太平電業㈱、千歳工業㈱、東洋熱工
業㈱、中北薬品㈱、(独)高齢・障害・求職者雇用支援機構、日鉄住金テクノ
ロジー㈱富津事業所、日鉄住金テクノロジー㈱室蘭事業所、北海製鉄㈱、
㈱堀本工作所、ムラテックＣＣＳ㈱、㈱ユニシス、パナソニックスイッチング
テクノロジーズ（株）、㈱トリパス、トップエンジニアリング、日星電機、北海
道旅客鉄道（株）、(株)京進機工、日鉄テックスエンジ、北海道住電精密、
（株）旭イノベックス、ヤンマーアグリジャパン北海道支社、北興化工機、理
研興業（株）、日軽北海道、（株）産鋼スチール、ダイキン工業株式会社、函
館どつく株式会社

(株)大林組、新日本空調(株)、北海道旅客鉄道㈱、北海電気工事㈱、㈱
北弘電社、フジテック㈱、北都電機㈱、（独）高齢・障害・求職者雇用支援
機構、ホシザキ北海道㈱、浅海電気㈱、アンリツエンジニアリング㈱、ＡＶ
Ｃテクノロジー㈱、エス・イー・シーエレベーター㈱、札幌制御システム㈱、
㈱ＣＳソリューション、新日鐵住金㈱、㈱ディック電子、日鉄住金テックス
エンジ㈱、日本通信エレクトロニック㈱、北海道古川電気工業（株）、東和
電機工業（株）、（株）ダイナックス、新菱冷熱工業（株）、東テク北海道
（株）、富士古河E＆C（株）、北海電気工事（株）、北海道電気技術サービ
ス（株）、三共電気工業（株）、三菱電機システム株式会社、JFEスチール
株式会社

電子・情報系 建築系

アンリツエンジニアリング㈱、北海道旅客鉄道㈱、ＡＶＣテクノロジー㈱、ＪＦ
Ｅスチール、㈱東日本製鉄所、㈱アンフィニダイキン工業㈱、クオリサイトテ
クノロジーズ㈱、（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構、ＳＯＣ㈱、（株）ミラ
イト・ワン、（株）北海道日立、（株）ユードム、（株）ヴァックスラボ、日本通信
エレクトロニック（株）、新栄クリエイト（株）、（株）きんでん、（株）HDC、（株）
DNPデジタルソリューションズ、北海道電気技術サービス（株）、アイフォー
コム（株）、(株)スリーエス、テクノブレイブ(株)、(株)マイスターエンジニアリ
ング、(株)CSソリューション、札幌市消防局、北海道警察、八雲町役場
〈進学〉北海道大学大学院、早稲田大学大学院、北陸先端科学技術大学大
学院

㈱竹中工務店、㈱大林組、岩田地崎建設㈱、前田建設工業㈱、西松建
設㈱、積水ハウス㈱、㈱奥村組、㈱フジタ、丸彦渡辺建設㈱、㈱熊谷組、
鹿島建設㈱、㈱田中組、岩倉建設㈱、鉄建建設㈱、飛島建設㈱、㈱札幌
巴コーポレーション、北海道セキスイハイム㈱、㈱北川組鉄工所、㈱松村
組、トランスコスモス㈱、ミサワホーム北海道㈱、㈱田中建築設備事務所、
住友林業ホームエンジニアリング㈱、㈱福田組、㈱土屋ホーム、㈱ロゴ
スホーム、(株)北王、（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構、北海道庁、
小樽市役所、北見市役所、美深町役場
〈進学〉北海道大学大学院、福井大学大学院、札幌市立大学大学院、室
蘭工業大学大学院

希望先への就職就職先企業の本拠地

修了生の主な就職先

北海道能開大への入学者（専
門課程）の98％は道内出身
です。また、出身学科別では、
約7割程度は普通科出身で
す。専門知識を持っていない
方でも基礎から応用まで丁
寧にしっかり学ぶことができ
ます。約100名程度が入寮
できる学生寮が併設してい
ます。

（3）入校生の状況について

（4）修了生の進路について

修了生は、約半分が道内、半
分が道外の企業へ就職して
います。全体の91％が希望
職種に就職しています。下表
に機械、電気、電子・情報、建
築系の修了生の主な就職先
を示します。全体の約95％
が応用課程まで進学し、4年
生大学卒と同等として就職し
ています。大学院へ進学、自
治体等へ就職する場合もあ
ります。「ものづくり力」を
持った当校修了生は就職先
で高く評価されています。

当校の学生求人については、学務課（TEL：0134-62-3552）までご連絡下さい。

求人票は当校ホームページからダウンロードできます。

令和5年度入校生

令和4年度修了生
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2． 企業支援のメニューについて

1 在職者訓練 2 生産性向上支援
訓練

4 「人材育成プラン」
のご提案

5 施設設備貸与

3 受託・共同研究

北海道能開大の企業支援メニュー

6 講師派遣

大学校で実施できる支援メニューに
ついて説明します。
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（1）在職者訓練（能力開発セミナー）

北海道能開大では、機械、電気・電子、建築分野の、「ものづくり（設計・開発、加工・組立
等）」に必要な知識や技術を身に付けていただくため、1コース12時間から18時間程度（2日
～3日程度）の技能技術研修（能力開発セミナー）を多数実施しています。「実習」主体で実
践的なコースを用意しています。複数のコースを組み合わせたオーダメイドのコースとして新
入社員、中堅社員の段階的な技能・技術習得に活用することもできます。コースの詳細は6.令
和6年度セミナーコース詳細（P39~）をご覧ください。

レディメイドコース

オーダメイドコース

公募型のコースで、日程、内容があらかじめ決められているコースです。1社からの受講人数が1
名～2名など少人数しか参加できない、単独受講の場合にお勧めのコースです。開催日の2週間
前までに申込が可能です（使用教材の準備の関係で受講締切を2週間以上前に設定している場
合もございます。詳しくはコース詳細などをご確認下さい）。

事業主や事業主団体の要望に応え、講習内容、日程を事業主や事業主団体の都合に合わせて
カスタマイズして開催します。5名以上などまとまった受講者が見込め、新入社員教育、中堅社
員のリスキリングといった企業の研修スケジュールに組込んだコースを行いたいという場合に
お勧めのコースです。担当講師と打ち合わせて進めていきますので、まずは北海道能開大援助
計画課（TEL：0134-62-3551）にご相談下さい。

61%

59%

39%

41%

令和5年度

令和4年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

レディコースとオーダーコースの実施割合

（受講者）

レディコース オーダーコース

新入社員、中堅社員
の集合研修に最適！

令和5年1月末現在



10

（2）生産性向上支援訓練

企業において競争力を持つためには、生産性向上が欠かせません。あらゆる産業分野の生産性向上に効果
的なカリキュラムにより、企業が生産性を向上させるために必要な知識。スキルを習得するための訓練を
行っています。専門的知見を有する民間機関等に委託して実施します。実施場所は、企業の自社会議室、
訓練時間は6時間から30時間、受講料は3,300円～6,600円（一人あたり、税込）程度で実施しています。
生産性向上支援訓練の訓練コースは、企業の生産性向上を実現するための「生産・業務プロセスの改

善」「売上増加」「横断的課題」「IT業務活用」の4つのカテゴリー（訓練目的）に分類されています。

事業主・事業主団の皆様にはお気軽
にご相談下さい。

①生産・業務
プロセスの改善

③横断的課題

②売上げ増加

④IT業務活用

（生産管理、品質管理・管理、
流通・物流、バックオフィス）

（営業・販売、マーケティング、
企画・価格、プロモーション）

（組織マネジメント、生涯キャリア形成） （ネットワーク、データ活用、情報発信、
論理・セキュリティ）

【要望】
・生産性や品質管理について学びたい。
・業務プロセスを改善して効率性を高めたい。
・流通や物流の仕組みを学びたい。
・DX・RPA等の新技術を導入・活用したい。

【要望】
・顧客の拡大や満足度の向上を図りたい。
・マーケティングや戦略について学びたい。
・新しい企画や開発について学びたい。

【要望】
・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・プロジェクトの管理マーケティングや戦略について学
びたい。
・新しい企画や開発について学びたい。

【要望】
・データ処理の作業を効率化したい。
・データを業務改善に活用したい。
・集客につながるHPを作成したい。

【関連コース】
・ものづくりの仕事のしくみと生産性向上
・製造分野におけるDX推進
・在庫管理システムの導入
・品質管理基本
・サービスマネジメントによる品質改善と向上
・物流システムの設計
・クラウドを活用した業務効率化
・DXの推進 ・GXの推進 など

【関連コース】
・提案型営業手法
・ビジネス現場における交渉力
・統計データ解析とコンセプトメイキング
・オンライン
・現場社員のための組織行動力向上
・DX人材育成の進め方
など

【関連コース】
・ IoTを活用したビジネスモデル
・ダイバーシティ・マネジメント
・成果を上げる業務改善
・プロジェクト管理技術の向上
・従業員満足度の向上
・ムダを発見するための業務プロセスの見える化

と業務改善
・ファシリテーションを活用した合意形成の効率化 など

【関連コース】
・表計算ソフトを活用した業務改善
・効率よく分析するためのデータ集計
・品質管理に役立つグラフ活用
・相手に伝わるプレゼン資料の作成
・SNSを活用した情報発信
・脅威情報とセキュリティ対策
・情報漏洩の原因と対応・対策
・オンラインプレゼンテーション技術 など
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（3）受託・共同研究について

北海道能開大では、企業等の新技術の導入、新製品の開発、業務の自動化や効率化など技術的な
課題について、大学校が保有する職業能力開発のノウハウや先端的な設備・機器等を活用して研究・
開発等の支援を行っています。研究には、民間企業等から委託を受けて実施する「受託研究」と民間
企業等と連携して行う「共同研究」を行っています。受託・共同研究テーマについては、企業、団体様
からの申請に基づき、校内、機構本部の審査を経て、承認されてからの研究実施となります。手続き
にはおおむね１ヵ月程度かかります。

 令和 4年度（目標値：6件） 令和 5年度（目標値：6件） 

共
同
研
究
テ
ー
マ 

6件 7件 
視線追従する LED ポインタの位置補正に関する研究（その 4） 4年目 画像解析によるカボチャ形質早期予測に関する研究（その 2） 2年目 

追尾式自動操縦装置のユニット化に関する研究（その 4） 4年目 負担軽減へ向けたカボチャの果柄切断に関わる機器製作とその電動アシスト化（その 2） 2年目 

鹿被害の軽減化に関する研究開発（その 2） 2年目 画像によるタマネギの加工適正の探索に関する研究（その 2） 2年目 

野菜品種の加工適性の探索に関する研究 新規 液体充填量の充填中計測方法の最適化 新規 

幼苗の芽の自動計測に関する研究 新規 工事用カラーコーンの自動設置、回収装置の開発 新規 
負担軽減へ向けたカボチャ果柄切断に関わる機器製作とその電動化アシスト 新規 明治から昭和に建立された寺社建築の資料保存に関する研究 新規 
  せん断変位を組み込んだ新しい鉄筋コンクリートはりモデルの開発 新規 

 

「鹿被害の軽減化に関する研究開発」

・差分法と深層学習VGG方式の併用方式
トリミングした画像に対して正面、右側面、左側面、背面の鹿画像（3641枚）深層学
習VGG方式で作成した学習モデル（学習数105回：認識率65％）を用いた。鹿の有無
の判別は、全ての鹿の向きの合算値で行ったところ、任意の差分画像30枚にて判別率
100％だった。
・深層学習SSD方式
鹿をトリミングした学習データ数を20，40，60と変え、学習モデルの認識率を検証
した。作成した各々の学習モデルは、鹿入り画像10枚（各画像１頭のみ）に対して、
67.4％、76.5％、86.2％の認識を行えた。以上より、本システムに相応しいと思わ
れる鹿認識方法を「差分法と深層学習VGG方式の併用方式」と「深層学習SSD方式」
として、両学習モデルの作成方法、使用方法（鹿判別プログラム）を成果として報告
した。

課題
目的

能開大
の取組

共同研究等事例

VGG方式にて
鹿を認識した様子

SSD方式にて
鹿を認識した様子

deer:0.88

北海道では、鹿による農作物被害と交通事故は深刻な問題となっており、既に動物侵
入防止柵設置などの対策が行われているが、さらに有効かつ簡便な対策が求められて
いる。本研究は、鹿被害の軽減化対策の一環として以下の動物検知機能付き視線誘導
標の開発を目指し、センサを用いた鹿の認識ならびに個体記録システムの開発、鹿飛
び出し警告灯への自動出力化について研究を進めた。
特に鹿の検知方法として、低消費電力のマイコンを用いるため、「差分法と深層学習
VGG方式の併用方式」と「深層学習SSD方式」の2種類について比較検討することと
した。

令和4年度/令和5年度共同研究テーマ一覧

※令和4年、令和5年度は共同研究のみ行っています。

受託研究

企業様からの委託を受
け、企業側が研究に係
る経費をすべて負担し
て行う研究です。

共同研究

企業等と連携し、当機構
と民間企業等で互いに
相応の経費を負担して
行う研究です。or

【研究種類】


		

		令和4年度（目標値：6件）

		令和5年度（目標値：6件）



		共同研究テーマ

		6件

		7件



		

		視線追従するLEDポインタの位置補正に関する研究（その4）

		4年目

		画像解析によるカボチャ形質早期予測に関する研究（その2）

		2年目



		

		追尾式自動操縦装置のユニット化に関する研究（その4）

		4年目

		負担軽減へ向けたカボチャの果柄切断に関わる機器製作とその電動アシスト化（その2）

		2年目



		

		鹿被害の軽減化に関する研究開発（その2）

		2年目

		画像によるタマネギの加工適正の探索に関する研究（その2）

		2年目



		

		野菜品種の加工適性の探索に関する研究

		新規

		液体充填量の充填中計測方法の最適化

		新規



		

		幼苗の芽の自動計測に関する研究

		新規

		工事用カラーコーンの自動設置、回収装置の開発

		新規



		

		負担軽減へ向けたカボチャ果柄切断に関わる機器製作とその電動化アシスト

		新規

		明治から昭和に建立された寺社建築の資料保存に関する研究

		新規



		

		

		

		せん断変位を組み込んだ新しい鉄筋コンクリートはりモデルの開発

		新規
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（4）職業能力開発体系による「人材育成プラン」のご提案

北海道能開大では、企業・事業主団体様が、従業員
に対して教育訓練を効果的に実施できるよう職業
能力の開発及び向上に関する相談・支援を行ってい
ます。相談を行うに当たり、計画的・効果的な人材育
成を行うために、「職業能力開発体系」を活用した
「人材育成プラン」をご提案いたします。
「職業能力開発体系」とは、右図のように当該企業

が抱えている課題を分析し、従業員の能力向上に必
要な技術分野や要素を明らかにして、従業員の技
能・技術レベルに応じた体系的な人材育成プランを
作成するための支援ツールです。
大学校では、ご要望に応じて専門の教員が企業の

ご担当者様と協力し、当該企業の課題整理と人材育
成プランの作成及び能力開発セミナー等による能
力開発の支援を行っています。

人材育成上の課題

仕事の見える化
仕事・作業に必要な職業能力の整理

能力の見える化
従業員の職業能力の把握

目標の見える化
従業員の育成の目標設定

人材育成上の課題の解決

能力開発の見える化
人材育成プランの作成と研修の実施

1

2

3

4

専用のリーフレット
を配布していますの
で、詳しくはこちら
をご覧ください。

4つの見える化を
サポートします。

・リスキリング、学び直しの支援
人材育成プランに基づき、各種スキルアップ研修カリキュラムをご提案します。不足する要素を組み合
わせた研修コース設定が可能です。

・技能検定制度を利用した人材育成
技能検定とは、働く上で必要となる技能の習得レベルを評価する国家検定制度

で、機械加工（普通旋盤作業、フライス盤作業他）、機械検査、電子機器組立て、建築
大工など多くの試験があります。従業員の皆様の各種技能検定に向けた技術指導
などご相談を賜ります。

〇技能検定を受験するメリット
・合格すると「技能士」と名乗ることができます。
・高い技能を持つ技能士がいることで製品の生産性向上や品質維持に役立ちます。
・技能士がいることにより、企業が高い技術力を持つ証明となります。

機械要素
機械材料
機械図面
測定

マシニングセンタプロ
グラム
NC旋盤プログラム

2DCAD
3DCAD
CAE

＋ ＋
品質管理
FMEA
ISO
安全

＋

能力の見える化、目標の見える化

※必要となる複数の技能・技術要素の組み合わせた研修の実施

アナログ回路
デジタル回路
計測技術

組込みシステム開発
プログラミング技術

IoT
センサ回路
ネットワーク

＋ ＋
IoTクラウド
AI活用
深層学習

＋
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装置名 メーカー・仕様
立型マシニングセンタ MORI SEIKI NMV5000DCG

CAD/CAMと連携したDNC

ターニングセンタ DMG MORI NLX2000/500
円筒状の製品を切削加工する工作機械です。

レーザー加工機 渋谷工業 ファルコン-S WTS4112
炭酸ガスレーザーによる、切断加工を行う工作機械です。

CNC三次元測定器 ミツトヨ製 CRYSTA-ApexS500
縦方向、横方向、高さを同時に測定する装置で0.0001ｍ（0.1μｍ）の測定が
できます。）

機械系の主な設備

立型マシニングセンタ

レーザー加工機 ターニングセンタ CNC三次元測定器 ワイヤカット放電加工装置
（FUNUC製：ROBO CUT α-OiE

真円度・円筒形状測定器
（ミツトヨ製：RA2200DS）

［機械系の主な設備］

機械系ではCAEによる構造解析、3次元プリンタによる試作、ターニングセンタや5軸マシニングセンタによる加工、3次元測

定機による精密測定などの環境を整え、技術開発や人材育成を支援しています。

（5）施設設備貸与

事業主や事業主団体の皆様が、従業員の方の
職業訓練や人材育成を目的とした研修の会場を
必要とされる場合に、北海道能開大の会議室、実
習場、機械設備等をご利用できます。（大学校の
授業や実習に支障のない範囲でお貸ししていま
す。）教室、機器ごとに使用料がかかりますので、
詳細は当校ホームページでご確認下さい。
※生産活動など営利目的には使用できません。

装置名 メーカー・仕様
静的加力試験機 巴コーポレーション

木造用試験機 容量：200ｋN（20ｔｆ）
ストローク：±300ｍｍ・アクチュエータ高さ調整機能：500～
3000ｍｍ/RC構造試験機 容量：70MPa（700kgf/cm2）

振動試験機 サンエス
地震波・正弦波・掃引波等の各種振動試験が行えます。
台寸法：1800ｍｍ×1800ｍｍ
稼働搭載重量：20ｋN（2ｔｆ）
加速度：2450gal（24.5m/s2）まで

万能材料試験機 （株）島津製作所 UH-F1000knX
木材、鉄、コンクリートなどの材料試験、繰返し荷
重試験などをオート設定で行えます。

万能試験機 前川試験機製作所
鉄、木材、コンクリートなどの材料試験や構造実験が行えます。
容量：2000ｋN（200tf）

建築系の主な試験設備
静的加力試験機

振動試験機

万能試験機 万能材料試験機

建築系では、大型構造部材から建築部品、建築材料までの
力学的性質、居住環境などの環境的性質について各種試験
装置により試験を行うことができます。

［建築系の主な設備］
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電気・電子情報系の主な設備

装置名 メーカー・仕様
FA制御統合実習装置 （株）新興技研技術研究所

模擬生産ラインを使って、工場の部品組み立てシステムを、工程
ごとに学習できます。

電子系CADシステム 電子回路設計、回路シミュレーション、プリント基板設計を行う
システム（図研）です。

各種信号分析装置 デジタルオシロスコープ、ファンクションジェネレータ、スペクトラムアナラ
イザ、ネットワークアナライザなどの各種信号分析装置を整備しています。

ネットワーク構築シス
テム実習システム

シスコ製ルータ、レイヤ2スイッチ、無線LANシステムなどを用い
たネットワーク環境を構築できます。

FA制御統合実習装置

電子CADシステム 各種信号分析装置 ネットワーク構築実習システム

太陽光模擬電源システム
（（株）エヌエフ回路設計ブロック）

パワーアナライザ
（横川メータ＆インスツルメンツ（株）
WT1804-04）

電気・電子情報系では、FA制御関連機器、再生可能エネルギーに関する各種実験装置、電気設備の診断に使用する各種計測
器、プリント基板加工装置、信号分析装置、プログラム開発室など整え、技術開発や人材育成の支援をしています。

［電気・電子情報系の主な設備］

プリント基板加工装置

B棟 講堂 N棟 講義室 G棟 コンピュータ室

授業に使用していない時間帯については、教室、講堂、パソコン室の貸出も可能です。
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事業主や事業主団体の皆様が実施する社員教育や研修等の内容に応じ、訓練指導のノウ
ハウを持った当校の専門の職業訓練指導員を講師として派遣しています。

［講師派遣の費用等について］
・北海道能開大の専門の講師を派遣します。
・講師派遣の費用については、職業訓練指導員1人1時間当たり5,000円です。
・事業所へ出向いて実施する場合は、別途、交通費等の実費がかかります
・その他ご不明な点はお問合せ下さい。

（6）講師（指導員）派遣について

能開大TOPIC
学生ホール（学生食堂）の利用について

学生ホール（学生食堂）は平日の昼のみ利用できます。利用時間は11：30～13：00となってい
ます。日替わり定食、カレー、うどん、そば、ラーメン（味噌、醤油、塩）など豊富なメニューで値段
もリーズナブルとなっています。

駐車場は、基本的に「B棟前駐車場」をご利用ください。駐車場所の指定は特にございません。
利用は無料です。

B棟前駐車場

駐車場の利用について

学生ホール 昼食ランチの一例

※学校行事や学生の夏季、冬季休業期間中など食事の提供を行わない場合がございます。

出入口
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3.利用者の声

小樽地方電気工事協同組合は、後志総合振興局管内の電気工事業者により結成された組織であ
り、全道の共同組合および全国の電気工事業組合と連携し、相互扶助の精神に基づき組合員の
ために必要な共同事業を行っています。日各種福利厚生事業とともに、電気工事業界の次代を
担う後継者の育成にも積極的に取り組んでいます。

小樽地方電気工事協同組合 様

受講して
いただいた
コース

▶自家用電気工作物の施工技術
・ 電気回路、交流回路、三相交流回路、配電理論及び配線設計
・ 電気応用、電気機器及び材料器具
・送電、変電、受電設備、電気工事施工・検査方法

受講者の声 組合担当者の声
事業部長 猿川 仁 様

様●セミナーを受講した理由を教えてください？
・専門的な知識、技能・技術を深めるため会社からの受講指示
により受講しました。
・新たな知識、技能技術を習得するため受講しました。

●セミナーを受講して習得できた内容は役立っています
か。
新たな知識や技能・技術が深まった。/まったく知らなかったが、
分かりやすく身に付いた。/これからの仕事に活かせるので
よかったです。/講習を受けることによって分からなかっ
たことが理解できた。/簡略化されて分かりやすい内容で
あった。/業務（生産性や品質の維持向上）に役立てるこ
とができる。

●能開大のセミナーを活用した理由

●セミナーを受講した感想・要望に
ついて。

電気理論から施工後の検査方法まで幅
広い知識を学べ、減少しつつある業界の技
術者育成の一助となると考え、申し込みさ
せて頂きました。

受講者のスキルアップに繋がり、今後施工面
での品質向上や改善が見込まれ、また視野の広
がりにより多方面の作業に対応出来ると考えら
れます。

▶戸建て住宅給排水衛生・空調設備設計実践技術
▶木造住宅の架構設計技術
▶木造住宅における許容応力度計算技術

受講者の声 岩木 克仁 様 人材育成担当者の声
武部 豊孝 様

●セミナーを受講した理由を
教えてください？
現場監督(2年目)の私は、給排水・空調設備

等の分野を学びたいと考えていました。能開大
のセミナーは短期講義が多く、仕事との日程調
整がしやすい上に、「初心者にもわかりやすい
講義」と、案内書に書いていたので受講を決め
ました。

●セミナーを受講して習得した内容は役立っていま
すか。
最終的にお客様に引き渡す立場として、各工事の品質の確認、

また問題がないかをチェックできる判断力が備わっていなければ
ならないと思います。 そこで今回の講義を受講し、作図作業も
交えながら給排水・空調設備の理論・理屈や仕組みを学ぶことが
できました。理論理屈、仕組みを学んだおかげで、図面確認や業
者との会話がスムーズになりました。深いところまで品質確認で
きる判断力は、まだまだこれから勉強を続ける必要がありますが、
初めての方には良い講義だと思います。

●能開大のセミナーを活用し
た理由
中小企業にとって自社での教育研修

は時間と労力を考えると大変です。
そのような中で基本的な知識・技術を
取得できる講座が、若年層の社外研修
として大いに活用できると思いました。

●セミナーを受講した感想・要望について。
当社は設計～施工まで一気通貫で行う会社ですので、

幅広い知識が求められます。能力開発セミナーは講座の
種類が豊富で、その人が学ぶべき分野を選択しながら受
講できることが大きな魅力だと思います。
また、中堅以上の人間も受講して自身に足りない能力を
補完できることもメリットだと思います。

武部建設株式会社 様

昭和21年創業の岩見沢市・三笠市に拠点を置く工務店です。自社で職人（基礎班・大工）を直接
雇用し、省エネルギーであたたかい高性能な家づくりに加え、民家再生やワイナリー、レストラ
ン、幼稚園などの木造建築も手がけています。大工育成に取り組んでおり、昔ながらの構法であ
る墨付け手刻みからあらゆる構法の木造建築に対応できる大工集団を形成し、設計から施工まで
一気通貫で建物づくりを担っています。

受講して
いただいた
コース
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受講して
いただいた
コース

▶半自動溶接技能クリニック
・MAG溶接について
・溶接実習（下向きストリンガ・ウィビ
ングビード）

受講者の声 教育担当者の声
取締役 総務部長 安田 喜正 様

様
●能開大のセミナーを活用した理由

株式会社 エヌメック 様

●セミナーを受講した理由を教えてください？
・専門的な知識、技能・技術を深めるため、会社からの受講
指示により受講しました。

・新たな知識、技能技術を習得するため受講しました。

●セミナーを受講し、習得できた内容は役立っていますか。
・自分の知識の向上や、再確認ができたので良い機会でした。
・上向き溶接のウィービングや電流、電圧の調整の再認など新たな技能
と知識について習得することができました。

・溶接作業での溶け込みに対する重要性、適切な溶接条件を理
解することができました。

●セミナーを受講した感想・要望に
ついて。
本セミナーを受講した従業員から「ＴＩＧ
溶接に係るセミナーの受講をしたい」との
要望がありましたので、今後検討させてい
ただきます。

株式会社 エヌメックは、昭和９年（1934年）に炭鉱をはじめとする鉱山機械メーカーと
して創業しました。当時の技術を転用し、現在はあらゆる分野で使用される様々な種類のコ
ンベヤ（搬送機）を設計・製作しています。当社で製作するコンベヤは、国内ばかりではな
く海外でも使用され、北海道では有数の出荷実績を保持しています。又、新聞社・製紙会社
向けの巻取紙搬送設備では、道内一の納入実績を誇ります。

従業員における半自動溶接作業のブラッ
シュアップを目的として、能力開発セミ
ナーを活用させていただきました。

・各種溶接姿勢（下向き、立向き
横向き、上向き）

・溶接欠陥と対策

能開大TOPIC

事業主推薦制度について
北海道能開大で実施している専門課程・応用課程では、事業主推薦制度により社会人の方々の積極的
な受入れを行っています。事業主が雇用する従業員の方々を推薦する入校試験制度を設け、当校の高
度なものづくり人材を育成する教育訓練により、中小企業等の人材育成の支援を行っています。

企業
・普通高校を卒業した社員にじっくりと専門技術を学ばせたい。
・若手社員に基礎から学ばせ、技術力を高めさせたい。
・将来、現場の責任者となるような人材を育てたい

入社1～3年目の若手社員の方へ
>>基礎から応用までしっかり学べる

入社３～10年目の若手社員の方へ
>>ものづくりの一連の流れを理解できる

応用
課程

専門
課程

基礎からしっかり学び、現場
に即した実習により、現場に
対応できる実践力が身に付
きます。

基本的な仕組みを理解した上で、
企画・設計・製作のプロセスを体
験し、応用力や分析力、リーダ
シップなどが身に付きます。

募集科 募集科

生産機械技術科
電気エネルギー制御科
電子情報技術科
建築科

生産機械システム技術科
生産電気システム技術科
生産電子情報システム技術科
建築施工システム技術科

各
２
年
間
の
訓
練

修了後のイメージ：
・各部門の架け橋となる人材
・ものづくり現場のプロフェッショナル

［出願資格］：
・専門課程の高度職業訓練を修了した方（応募科と同系に限る）。
・実務経験その他により専門課程の高度職業訓練を修了した方と同等以上の技能及
び知識を有すると認められる方（実務経験は、応募科と関連する職種に限ります。）
［選考方法］：書類審査、面接、小テスト（数学Ⅰ）

［出願資格］：
・学校教育法による高等学校を卒業した方（卒業見込みの方も含みます）。
・上記（1）と同等以上の学力を有すると認められる方。
［選考方法］：書類審査、面接、小テスト（数学Ⅰ）

その他、詳細については、北海道能開大 学務課（TEL 0134-62-3552）へお問合せ下さい。

各科とも若干名 各科とも若干名
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4．セミナーコースマップ

セミナーのコースマップです。推奨するコース
の受講の流れについて紹介しています。複数
―スで段階的に学ぶ際に参考として下さい。

【後期】
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（参考）
幾何公差：形状や位置関係などの誤差の許容範囲を指示して規定するもの
ソリッドモデリング：3次元CADでソリッドモデルを作ること。
アセンブリ：3次元CADで各パーツを組立てること。3次元CADの代表的な機能です。

追加
コース

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応
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（参考）
有限要素法（FEM)：構造物を複数の有限の要素に分割して解析を行う方法です。
FMEA（Failure Mode and Effects Analysis、故障モード影響度解析)

：製品や製品プロセスに潜在する故障モードを洗い出し、影響を分析評価する上で対策を
講ずる解析手法です。
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（参考）
NC旋盤：切削加工で使われるNC工作機械です。
マシニングセンタ：切削加工で使われる「NC工作機械」のひとつです。複数の切削工程（フライス、穴あけ、中ぐりなど）を

1台の機械に集約することができます。
5軸制マシニングセンタ：マシニングセンタの3軸（X/Y/Z）に加えて「回転」と「傾斜」の2軸を加えた切削加工です。

発電機のタービンブレードやインペラ（航空機の内部プロペラ）など複雑な形状をもった加工が
できます。

CAM（Computer Aided Manufacturing）：パソコンで工作機械の加工プグラムを作成するソフトウェアのことです。

DX
対応

DX
対応
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（参考）
被覆アーク溶接：消耗電極式アーク溶接の一種で、母材と同材質の金属棒を電極として、この心線と母材の間に形成され

るアークを熱源とする溶接法です。
TIG（Tungsten Inert Gas）溶接： 火花を飛び散らさずにステンレス、アルミ、鉄などのさまざまな金属の溶接に対応

するアーク溶接の一種です。
AR（Augmented Reality）：「拡張現実」と呼ばれ、現在の映像に、仮想空間の画像や情報を重ね合わせて表示する仕

組みです。

DX
対応
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（参考）
QC（Quality Control):品質管理
QC7つ道具：特性要因図、チェックシート、グラフ、パレート図、ヒストグラム、散布図、管理図
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DX
対応
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（参考）
有接点シーケンス：電磁継電器などの有接点リレーをスイッチとして利用して制御する方法、リレーシーケンスとも呼ばれ

ます。
PLC（Programmable Logic Controller)：プログラマブルロジックコントローラとよばれるコンピュータで工場の自

動化などFA制御に使用されます。

追加
コース

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応
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（参考）
EVM（Earned Value Management）：プロジェクトの進捗を管理する手法

コストとスケジュールを加味した進捗管理を行うことができます。

DX
対応

DX
対応

DX
対応
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（参考）
HDL（Hardware Description Language）：ハードウェア記述言語、LSI設計などに使用されています。

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応
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（参考）
EMC（Electromagnetic Compatibility）：電磁両極性のことで、装置が最小限の電磁波を放射し、外部
の干渉に耐え、誤作動することないよう設計しなければなりません。電子システムの信頼性の確保と良好な電
磁環境の維持に不可欠です。

追加
コース

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応
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追加
コース

DX
対応

DX
対応

追加
コース

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応
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（参考）
BIM（Building Information Modeling):コンピュータ上に作成した3次元形状情報に加えて、材料、部材の仕様、性
能、仕上げ等の建設データといった建設データベースとして活用できるシステムのこと。施工段階の効率化、コスト削減な
ど生産性向上が期待できます。

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応

DX
対応
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5． 令和6年度セミナーコース一覧表

（レディコース）

コース一覧表です。専門ごと、実施月別にまと
めています。受講計画を立てる際に参考とし
て下さい。

【後期】
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機械系 レディコース一覧

※各コースの詳細は掲載ページをご覧ください。

43
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電気系 レディコース一覧

※各コースの詳細は掲載ページをご覧ください。
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電子情報系 レディコース一覧

※各コースの詳細は掲載ページをご覧ください。
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建築系 レディコース一覧

※各コースの詳細は掲載ページをご覧ください。
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6． 令和6年度セミナーコース詳細

（レディコース）

令和６年度後期に開講するコース詳細です。
コース内容をご確認下さい。受講の申込み、受
講の流れはP61を。受講申込書はP66をご覧
ください。

【後期】
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人気コース
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人気コース
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人気コース
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人気コース
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人気コース
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人気コース
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人気コース
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人気コース
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人気コース
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人気コース
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人気コース



57



58

7． 新入社員向けコースについて

北海道能開大では、高校卒業生（初学者）を対象
に、「機械」「電気」「電子情報」「建築」分野の技術
を教えています。新入社員向けコースについて、
指導ノウハウ、コンテンツが沢山ある能開大にお
任せ下さい！



令和６年度 新入社員のための

機械製造業基礎研修
昨今、新入社員の研修でお困りの企業様が増加していることから、新たに

新入社員向けの研修を計画しました。
企業様から新入社員を約２ヶ月間お預かりし、製造業の基礎を学んでもら

います。普通高校や文系の大学・専門学校を卒業した方を対象と考えていま
すが、工業高校や理系の大学を卒業した方や配置転換の方でも学び直しとし
て最適です。
搬送装置の製作を通じて製造業の基礎を学ぶ
製図基礎

【研修内容】
製図基礎

２次元ＣＡＤ
３次元ＣＡＤ

加工基礎
【研修内容】
測定、仕上げ
溶接、旋盤
フライス盤

制御基礎
【研修内容】
電気配線

シーケンス制御
モータ制御

製図講義
※第三角法など
CAD操作練習

研修内容
例

Check‼
課題の図面作成

旋盤加工

モータ制御

測定・仕上げ
（やすり掛け）など
付属する要素も
含まれます

はじめて方でも、基礎を体系的に学べる

体系的に学べる課題の設定
製図基礎からはじまり、ＣＡＤ操作、測定、汎用工作機械、制御と機械分野の内容が体系的に学べます。

この研修では、簡易的な搬送装置を総合課題としています。すべての内容を受講することにより、１つ
の装置を製図から加工、制御まで行うことができ、機械分野での製造過程を一通り学ぶことができます。
また、製図、加工、制御それぞれで課題が完結しますので、１つだけでも受講可能です。

フライス盤操作
要素練習

※六面体など
Check‼
課題の部品製作

シーケンス制御

電気配線
フライス盤加工

板金(曲げ)

溶接

最大２０名（３名以下の場合は実施できない場合もあります）定員
北海道職業能力開発大学校（小樽市銭函３丁目１９０番地）
新入社員の方、配置換え等で学び直しが必要な方

研修会場
対象の方

日程・コース概要
受講料等は

次項をご参照ください
北海道職業能力開発大学校 援助計画課
TEL：0134‐62‐3551

問い合わせ先

【事前連絡】令和7年度も計画します！



【参考】令和６年度 新入社員研修 日程
日 月 火 水 木 金 土

4/7 4/8 4/9 4/10 4/11 4/12 4/13
製図基礎１ 製図基礎２ 製図基礎３

4/14 4/15 4/16 4/17 4/18 4/19 4/20
製図基礎４ 製図基礎５ 製図基礎６ 製図基礎７

4/21 4/22 4/23 4/24 4/25 4/26 4/27
製図基礎８ 製図基礎９ 製図基礎１０

4/28 4/29 4/30 5/1 5/2 5/3 5/4
昭和の日 憲法記念日

5/5 5/6 5/7 5/8 5/9 5/10 5/11
こども
の日 振替休日 加工基礎１ 加工基礎２ 加工基礎３
5/12 5/13 5/14 5/15 5/16 5/17 5/18

加工基礎４ 加工基礎５ 加工基礎６
5/19 5/20 5/21 5/22 5/23 5/24 5/25

加工基礎７ 加工基礎８ 加工基礎９ 加工基礎１０
5/26 5/27 5/28 5/29 5/30 5/31 6/1

加工基礎１１ 加工基礎１２ 制御基礎１ 制御基礎２
6/2 6/3 6/4 6/5 6/6 6/7 6/8

制御基礎３ 制御基礎４ 制御基礎５ 制御基礎６
研修時間：９：１５～１６：１５（６時間／日）

個別コース名(日程表での表記)と概要 期間(日数)と受講料

コース名：新入社員のための機械製図とＣＡＤ作業（製図基礎）
機械製図、２次元ＣＡＤ（AutoCAD）、３次元ＣＡＤ（SolidWorks）
基本的な図面を理解し、機械図面の作成および読図ができるようになります。

4月10日～4月25日
（10日間）

受講料：26,500円

コース名：新入社員のための測定と加工技術（加工基礎）
測定（ノギス、マイクロメータ）、旋盤、フライス盤、ボール盤、やすり作業、
アーク溶接（被覆、半自動）
基本的な加工方法および溶接方法を理解し、測定および仕上げ作業、機械加工
作業、溶接作業ができるようになります。

5月8日～5月29日
（12日間）

受講料：36,000円

コース名：新入社員のための機械技術者向けシーケンス制御（制御基礎）
リレー制御、ＰＬＣ制御、空気圧制御、モータ制御
基本的な制御方法を理解し、シーケンス制御および制御回路の製作ができるよ
うになります。

5月30日～6月7日
（6日間）

受講料：21,500円

コース名と概要 期間(日数)と受講料

コース名：新入社員のための機械製造業研修
コンベア装置の製作を通じて、機械分野の基礎的な内容を体系的に理解し、基
本的な作業を行うことができるようになります。
機械製図・ＣＡＤ操作からはじまり、測定・加工・組立を行い、受講生自身が
製作したものを制御して動作させます。
※個別の概要は、下記の表をご参照ください。

4月10日～6月7日
（28日間）

受講料：84,000円

１コースまたは２コースのみの受講希望の場合は、個別コース名での申し込みになります。

※令和6年度の日程と金額です。

※令和6年度の日程と金額です。

※令和6年度の日程です（実施済）。
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まずはお電話下さい。
北海道能開大 援助計画課 TEL：0134-62-3551

申込完了
受講票及び当日の連絡について文書を送付します。

8. 受講のお申込みから受講までの流れ

ご希望のコースの申込状況を必ずご確
認下さい。（開催月、コース番号をお伝え
ください。

受講申込書をお送りください（FAXまたは郵送）

▶開講日の2週間（14日）前までに、受講申込書に必
要事項を記入の上、FAXまたは郵送にてお申込み
下さい。
※使用材料等の準備の関係で実施日から2週間以上の申込期限を設定している
場合もございます。コース詳細をご確認頂き余裕をもってお申込み下さい。

申込先：〒047-0292
小樽市銭函3丁目190番地
北海道職業能力開発大学校 援助計画課

FAX：0134-62-2154

受講者あてに請求書の送付いたします。（郵送）
受講料のお振り込み

▶開講日の概ね2週間（14日）前までに、請求書
に記載された銀行口座に受講料をお振込み下
さい。
・振込手数料はご負担願います。
・受講料は消費税を含んでいます。
・受講料の後納を希望される場合は、手続きが
必要となりますので上記援助計画課までご相
談下さい。

セミナー当日
筆記用具、受講票、その他コースで指定されたものをご持参ください。

・出席時間がコース総訓練時間の80％（総訓練時間が12時間の場合は100％）を満たしてい
る場合は、修了証を発行します。
・セミナー終了後に、受講された「コース内容の満足度等のアンケート調査」を行いますので、
ご協力頂きたくお願いいたします。

コースの空き状況を
確認します！！
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9.オーダメイドセミナーのご案内

本ガイド掲載の能力開発セミナーのほか、事業主や事業主団体の皆様のご要望に応じて、訓練内

容、日程、時間帯を個別に相談しながら計画・実施するオーダメイドセミナーを承っています。

〇業務が忙しく部下育成のためのOJTがなかなか進まない。
〇自社の生産現場や業務に即した研修を実施したい。
〇公開されているセミナーでは日程が合わず参加できない。
〇最寄りの施設で希望するコースが設定されていない。
〇研修カリキュラムをどのようにどのように作っていけばよいか分からない。
〇DXやGXなど新しい技術への対応が難しい。

メリット

計画のポイント

①本ガイドでご案内しているコースは全てオーダメイドセミナーとして計画できます。
②定員は原則5名以上です。
③会場は、当校となりますが、実施内容により出張セミナーにも対応できます。
④訓練時間や訓練日程、受講者数、講習内容等を含めてお気軽にご相談下さい。
※訓練時間は１２時間以上となります。

⑤費用（受講料）は、教材や諸経費を含めてご提示します。

①生産活動で抱えている課題の解決や職務内容に応じたカリキュラムが編成できます。
②希望する開催日程をご相談の上、訓練コースを設定できますので、計画的な人材育成
が行えます。新入社員研修や中堅社員研修など研修計画に合せた設定ができます。
③写真教育に必要な講師、機材、研修会等のご心配が不要です。

このような課題を抱えている皆様をサポートします。

①
ご
相
談
対
応

（内
容
、
日
程
、
受
講
者
数
等
）
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受
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10. 人材開発支援助成金のご案内

従業員に北海道能開大などが行う能力開発セミナーや生産性向上支援訓練を受講させた事業
主の方は、人材開発支援助成金を利用して、訓練経費や訓練期間中の資金一部等の助成を受け
ることができます。
人材開発支援助成金は、厚生労働省のホームページから関係書類をダウンロードできます。

検索人材開発支援助成金

能開大TOPIC

その他、所属団体等でセミナーの助成制度を行っている場合もございます。
各助成制度の詳細については所属団体等にお問合せ下さい。

（参考）
北海道中小企業団体中央会 セミナー・訓練等受講支援助成金
対象：中央会会員組合事務局の役職員、中央会会員組合に所属する組合員の役職員
助成金額：負担した受講料の1/2を助成。但し一人当たり10,000円を限度とする。

公益財団法人 道央産業振興財団 技術研修助成事業
対象：道央地区（苫小牧市、千歳市、恵庭市及び安平町）における中小企業等
助成金額：セミナー受講に要する費用を助成（受講料）。

北海道ポリテックビジョンについて
北海道ポリテックビジョンとは、北海道能開大の学生（専門課程・応用課程）が制作した成果物の展示・発表を主体と
して、記念講演会などものづくりに興味を持っていただけるプログラムを2月中旬に実施しています。企業・団体と
取り組んだテーマも多数ございます。能開大の「ものづくり力」をぜひご覧ください。

学生の発表会の様子（オンライン併用）

写真は令和4年度の様子です。

かぼちゃ自動播種機

小型自動飲料充填機 防音性能の検証と真空を
用いた防音工法の開発

・小型全自動飲料充填機の開発 -ボトル洗浄機能の開発-

・重症 ALS 患者用コミュニケーションサポートツールの開発
・路面標示下書き描画装置の開発
・障がい者のための雪上車の開発
・食品加工製造現場における省力化装置の開発

・リユース可能な木造構法の開発 －小屋モデルとしての提案－

・自然災害における避難所問題の解決案
－防災拠点で必要な新しいかまどベンチ－
－東屋の拡張による避難者収容数の増加と居住性確保のために－
－新規マンホールトイレの開発－

令和5年度 開発課題テーマ一覧

※実施詳細は当校のホームページで公開いたします。
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11.よくあるご質問（Q&A）

Q1 受講申込はどのようにしたらよいですか？

A.公募型コース（レデイメイドコース）は、援助計画課（TEL 0134-62-3551）に
ご連絡頂き、希望コースの空き状況を確認して下さい。受講可能であれば、「能力開
発セミナー受講申込書」に必要事項をご記入の上、FAX、郵送または持参にてお申
込み下さい。各コースに申込締切日が設定されていますので、それまでにお申し込
み下さい。

Q2 申し込む場合の条件はありますか？

A.各コースに関する基礎的知識・技能を有する方としてありますが、初めて学ぶ対
象としたコースもありますので、コースの詳細ページにてご確認下さい。

Q3 コースの詳細について聞くことはできますか？

A.コース内容の詳細や対象とするレベルなどご質問がございましたら、援助計画課
（TEL 0134-62-3551）までご連絡下さい。コースに関する基礎的知識・技能を
有する方としてありますが、初めて学ぶ対象としたコースもありますので、コースガ
イドでご確認下さい。

Q4 申し込んだコースが中止・変更になることはありますか？

A.中止・変更になる場合は、開講日の2週間（14日）前までにご連絡いたします。ま
た、やむを得ない事情により中止または日程変更する場合もございますので、予め
ご了承下さい。なお、中止したコースのお振込みいただきました受講料については
返金させて頂きます。

Q5 申し込んだ後で、受講者を変更することはできますか？

A.受講者の変更は、原則開講日前日までに対応できます。
受講者の変更をされる場合は、FAXまたは電話で連絡をお願いいたします。

Q6 受講をキャンセルしたいのですがどのようにしたらよいですか？

A.受講申込をしているコースを取消（キャンセル）する場合は、コース開講日の2週
間（14日）前（土日祝日にあたる場合はその前日）までに、ご連絡下さい。それ以降
の取消やご連絡が無い場合は、受講料をご負担いただきます。

Q7 申し込んだコースを欠席する場合はどのようにしたらよいですか？

A.お電話またはFAXでご連絡下さい。（TEL：0134-62-3551 FAX：0134-
62-2154）

Q8 受講する際の服装・持ち物はどのようにすればよいでした？

A.実習の内容によって異なります。「持参品」として指定している場合もございます
ので、コースガイド等をご確認下さい。
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Q9 セミナー会場（実習室）への案内はありますか？

A.管理棟（D棟 大学校正面中央）の入口付近のデジタルサイネージ、全館図により
実施コースの案内をしていますのでご確認下さい。また、事前に「受講票」とともに
お送りする文書にも会場を記載しています。不明な場合は、D棟事務室（援助計画
課）までお申し出下さい。

Q10 駐車場はありますか？

A.校内に駐車場（無料）があり、ご利用いただけます。「受講票」とともに送付する資
料に駐車場所を記載していますので、ご確認下さい。

Q12 セミナーの修了証書の交付条件はありますか？

A.修了証は、出席時間が12時間以上かつ訓練時間の80％以上の場合に交付しま
す。なお、修了証書の再交付はできませんのでご了承下さい。
※12時間のセミナーは全て出席しないと修了証書の交付はできません。

Q13 セミナー会場で録音及び撮影してもよろしいですか？

A.受講中の写真、ビデオ等の撮影・録音等は原則お断りしていますので、ご了承下
さい。

Q14 セミナー会場で録音及び撮影してもよろしいですか？

A.受講中の写真、ビデオ等の撮影・録音等は原則お断りしていますので、ご了承下
さい。

Q11 学生食堂の利用はできますか？

A.平日の昼であれば、学生食堂を利用できます。営業時間は11：30～13：00と
なっています。なお、学校行事等で食堂が休みとなることがありますのでご了承下
さい。昼食会場としても学生食堂をご利用いただけます。

※その他、ご不明な点がございましたら、援助計画課
（TEL：0134-62-3551）にご連絡下さい。



能力開発セミナー受講申込書

北海道職業能力開発大学校校長 殿
申込日: 令和 年 月 日

次のセミナーについて、訓練内容と受講要件(ある場合のみ)を確認の上、申し込みます。

コースNo. 受講コース名

受講料 円 × 人
日
程

／ ～ ／

受講区分 (該当

に○印)
１.会社からの指示による受講(※２)     ２.個人の自己受講

申込事業所

申込担当者

氏名

所属・役職名

連絡先

所 在 地

〒 -

TEL                                             FAX

企業規模
(該当に○印)

Ａ.１～２９ Ｂ.３０～９９ Ｃ.１００～２９９ Ｄ.３００～４９９ Ｅ.５００～９９９ Ｆ.１０００人以上

業種

(該当に○印)
Ａ.製造業 Ｂ.建設業 Ｃ.サービス業 Ｄ.卸売業・小売業 Ｅ.その他(             )

団体名
会社が所属している団体の名前を記入してください。(例：○○工業会、○○協同組合)

受 講 者

フリガナ 受講者住所(受講票・受講料請求書を個人あてに送る場合のみ記入)

氏 名
男

・
女

〒

生年月日 西暦 年 月 日生 就業状況(※１) (該当に○印) １.正社員 ２.非正規雇用 ３.その他(自営業等)

フリガナ 受講者住所(受講票・受講料請求書を個人あてに送る場合のみ記入)

氏 名
男

・
女

〒

生年月日 西暦 年 月 日生 就業状況(※１) (該当に○印) １.正社員 ２.非正規雇用 ３.その他(自営業等)

フリガナ 受講者住所(受講票・受講料請求書を個人あてに送る場合のみ記入)

氏 名
男

・
女

〒

生年月日 西暦 年 月 日生 就業状況(※１) (該当に○印) １.正社員 ２.非正規雇用 ３.その他(自営業等)

受講票・受講料

請求書等の送付先
Ａ.会社あて Ｂ.個人あて (上記受講者住所欄にご記入ください)

備考
※１ 就業状況の非正規雇用は、一般的に、パート、アルバイト、契約社員等が該当しますが、様々な呼称があるため、貴社の判断で差支えありません。

※２ 受講区分の１.「会社からの指示による受講」を選択された場合は、受講者が所属する会社の代表者の方(事業主、営業所長、工場長等)にアンケート調査

へのご協力を お願いし ております。

(注)訓練内容等のご不明な点、あるいは安全面・健康上においてご不安な点等ございましたら、あらかじめご相談ください。

当機構の保有個人情報保護方針、利用目的
○独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は個人情報の保護に関する法律(平成15年法律第57号)を遵守し、保有個人情報を適切に管理し、個人の権利利益を保護いたします。

○ご記入いただいた個人情報については、能力開発セミナーの受講に関する事務処理(連絡、修了証書の交付、修了台帳の整備)及び業務統計、当機構の能力開発セミナーや関連するセミナー・イベント等の案内

に使用するものであり、それ以外に使用することはありません。受講区分の１を選択された方は、申し込み担当者様宛に送付いたします。

○今後、当機構の能力開発セミナーや関連するセミナー・イベント等の案内を希望しますか。 □希望する □ 希望しない (該当にレ印)

R6年度 大学校パンフ

〔申込が3名以上又は複数コースになる場合は恐縮ですが本申込書をコピーして、ご使用願います。〕

FAX ： 0134 – 62 - 2154



学務課、援助計画課、総務課はD棟1階です。

13.北海道職業能力開発大学校全館図

駐車場

①自動販売機は、F棟入口、学生ホール、J棟１階、学生交流スポット前の4カ所にございます。

：自動販売機

銭函運河線

喫煙所

②喫煙所はJ棟１階に喫煙エリアがございます。それ以外の敷地内は禁煙です。
③D棟１階（正面玄関）にあるデジタルサイネージにて当日の実施コースをご案内しています。

北海道能開大では、建物にはD棟、B棟などアルファベット名を付けて区別しています。

67



68

札幌市 （人口：約196万人）
○北海道支部
ポリテクセンター北海道

○北海道障害者職業センター

函館市 （人口：約25万人）
○ ポリテクセンター函館

小樽市 （人口：約11万人）
○北海道職業能力開発大学校

釧路市 （人口：約16万人）
○ ポリテクセンター釧路

旭川市 （人口：約33万人）
○ ポリテクセンター旭川

○北海道障害者職業センター
旭川支所

ポリテクセンター北海道
〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条1丁目4番1号
TEL：0134-62-8823 FAX：011-640-8830
https://www3.jeed.go.jp/Hokkaido/poly/

ポリテクセンター旭川
〒079-8418 旭川市永山8条20丁目3番1号
TEL：0166-48-2327 FAX：0166-48-2476
https://www3.jeed.go.jp/asahikawa/poly/

ポリテクセンター釧路
〒084-0915 釧路市大楽毛南4丁目5番57号
TEL：0154-57-5938 FAX：0154-57-8130
https://www3.jeed.go.jp/kushiro/poly/

ポリテクセンター函館
〒041-0841 函館市日吉町3丁目23番1号
TEL：0138-52-0323 FAX：0138-52-0324
https://www3.jeed.go.jp/hakodate/poly/

14.道内の機構施設（独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構）

ポリテクセンター（職業能力開発促進センター）は、求職中の離職者の方を対象に、早期再就職をするこ
とを目的として、基礎的な技能・知識を習得できるよう、標準6ヵ月の職業訓練を行っています。また、
大学校と同じように能力開発セミナーも実施しています。広範囲は北海道をカバーするため、道内のポ
リテクセンターと連携し、北海道能開大の教員を各センターに派遣してセミナーを開催しています。

北海道職業能力開発大学校
〒047-0292 小樽市銭函3丁目190番地
TEL：0134-62-3551 FAX：0134-62-2154
https://www3.jeed.go.jp/Hokkaido/college/



北海道職業能力開発大学校
厚生労働省所管

〒047-0292 北海道小樽市銭函3丁目190番地

TEL 0134-62-3551 （援助計画課）

http://www3.jeed.go.jp/hokkaido/college/ 

北海道能開大 検索

ACCESS

□JR銭函駅から徒歩15分
□銭函ICから車で3分
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